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2012 年 4 月 17 日 

アメリカの科学者及び医師等から TC108 国内委員会委員へのメッセージ 
 
河村 延樹 殿 
 
 私たち科学者及び医師は、テレビ筺体のロウソク耐火要求を含んで提案されている国際電

気標準会議（IEC）規格 60065 及び 62368 の修正に反対を表明するために、このメールを
書いています。 
 
 私たちは、火災の危険低減にならないのにテレビでの有害難燃剤の使用をもたらすことに

なるであろう条項を含む108/478A/CDV 及び 108/479/CDVへの反対投票を検討いただくた
めに、私たちの提言を TC108 国内委員会に伝えていただきたく、 謹んでお願い申し上げま
す。 
 
 2012年に更新されたグリーン科学政策研究所の報告書『テレビ筺体ロウソク耐火の問題点
（http://www.greensciencepolicy.org/sites/default/files/MASTERWhitepaper_tv.pdf）』は、
それらの規格、及びそれらに従うために使用される難燃剤の多くの有害影響の概要を示して

います。第一に、提案されているこれらの要求は火災安全をなんら改善していません。歴史

的にテレビ筺体中で難燃剤を使用してきたアメリカは、これらの化学物質が最近テレビに導

入されたばかりの欧州連合（EU）に比べて、テレビによる火災発生率が低いわけではありま
せん。 
 
 さらに、現在のフラット・パネルやプラズマ・スクリーンのテレビは、古いモデルのもの

より電圧及び消費電力がはるかに低く、内部からの発火により火災が生じる可能性ははるか

に小さいといえます。それらのテレビは、消費者がロウソクをその上に置くには薄すぎるし、

裸火からは離れている壁掛けのテレビもあります。 
 
 ハロゲンベースの難燃剤は、実際には火災をもっと危険なものにします。火災安全性に関

する最近の研究は、プラスチック製テレビ筺体中でのハロゲン難燃剤の使用は燃焼中の有毒

ガスの発生を増加させ、これらの火災をもっと危険なものにしています。炎ではなく、これ

らの有毒ガスが火災における主要な死亡原因となっています。 
 
 有毒であり、テストされていない難燃剤の使用に関連する人と環境健康への大きな脅威が

あります。そのような要求に合うように使用されている難燃化学物質の有害な健康と環境へ

の影響は、グリーン科学政策研究所のウェブサイトにある白書『ロウソク耐火電子機器の問

題点（http://greensciencepolicy.org/sites/default/files/MASTERWhitepaper.pdf）』で報告
されています。 
 
 200名以上の科学者らにより署名された『臭素系及び塩素系難燃剤に関するサンアントニ
オ宣言』 
http://www.ne.jp/asahi/kagaku/pico/kaigai/kaigai_10/10_10/101028_San_Antonio_ 
Statement.html）は、消費者製品中での難燃剤の使用による健康への有害性と、その使用か
らは火災安全へのベネフィットは証明されていないことを報告しています。それには、内分

泌かく乱、生殖系へのダメージ（不妊の増加と精子数の減少）、甲状腺と代謝機能の障害、

そして、神経系、行動系及び認識系の発達障害が含まれます。これらの有害難燃剤は胎盤を

通過しますが、そのことは赤ちゃんはこれらの化学物質を体内にもって生まれることを意味

し、またこれらの化学物質は母乳にも蓄積するので赤ちゃんはさらに曝露します。難燃剤は

家庭のホコリにも見出されるので、幼児や子どもの手を口にやる行動は、両親に比べてはる

かに高いレベルの難燃剤に曝露することになります。 
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 PBDE のように禁止された難燃剤の代替として使用され始めた”新たな”ハロゲン化難燃剤
は、置き換わる前の有毒難燃剤と同族の化学物質であり、同じく残留性、生物蓄積性、有毒

性を持っています。一旦これらの化合物が環境に放出されると、それらを回収することはで

きません。 
 
 更なる健康への懸念は電子機器中に含まれる難燃剤の焼却の問題です。プラスチック廃棄

物の非公式な焼却は発展途上国では普通のことであり、それは著しく有毒なダイオキシンや

フランを発生させます。難燃剤が増量されると、不可能ではないにしても、テレビのリサイ

クルはもっと金がかかり難しくなります。 
 
 最後に、提案されている要求は、化学物質製造会社とテスト会社だけに利益をもたらしま

す。テレビ筺体にロウソクの炎への耐火性を求める現在の提案は、なんら火災安全性の利益

をもたらさず、むしろ人の健康と環境に不必要で許容できないリスクを及ぼします。 
 
 ロウソク耐火要求を含めるためのいくつかの提案が IECによって検討されてきました。こ
れらの提案は、健康、環境及びその他の著しい懸念はもちろん、火災安全の便益の証明が欠

如していることを理由として、2008 年に 31か国の代表団の過半数により否決されました。
アンダーライターズ・ラボラトリーズ）（UL）及びカナダ規格協会（CSA）から提案された、
いくつかの他の同様なロウソク耐火性要求もまた 2008年に否決されました。 
 
 潜在的に有毒な難燃性化学物質の使用は、関与する化学物質製造会社とテスト会社だけを

益するだけであり、製造者のコストを増大し消費者の健康と環境に容認できないリスクを作

り出します。これらの理由により、私たちは、TC108 国内委員会が 108/478A/CDV 及び 
108/479/CDV の両方に反対の投票をするよう要請します。 
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